
稲城大橋有料道路の無料化に関する意見書  

 

 平成７年４月の稲城大橋有料道路開通により、上流の是政橋及び下流の多摩川原

橋の慢性的な交通渋滞は改善がなされ、当市のみならず南多摩地域から都心への道

路交通アクセスが大幅に改善されたことは、当市議会としても高く評価していると

ころである。  

 しかしながら、近年、本橋を含む多摩川架橋の整備は大幅に改善が図られ、稲城

大橋の利用状況も計画交通量の約５割で平準化してきた現状を見るとき、橋梁建設

に伴う借入金を通行料で返済するという当初の返済計画は非常に厳しい状況にあ

ると認識しており、無料化のために調査される方針を出されたことは、稲城市にと

っても期待するところである。  

 このため、東京都において、借入金の一括返済を行い、早期に通行料金無料化を

実現させるよう強く要請する。  

 以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。  

 

平成 20 年３月 28 日  

 

稲城市議会議長 原 田 えつお  


